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                     2012年 2月 3日 NEWS RELEASE №82 
 
 

『第６回 しょうゆ感想文コンクール』入賞者決定！ 
 

―全国の小学生(3年～6年)から、964点の応募 ― 
 
 

  

日本醤油協会（会長 濱口道雄）では「食育」推進の一環として、「第 6回しょ

うゆ感想文コンクール」を実施いたしました。 

 

この感想文コンクールは、「食育」推進の一環として実施している「しょうゆ も

の知り博士の出前授業」や「工場見学」「学校の調べ学習」と連動した企画で、

全国の小学生(3 年生～6 年生)を対象に、それぞれの部門で体験したことを感想

文という形で記録にとどめていただくために、広く自由な発想の感想文を募集し

た企画です。（平成 23年 12月 16日応募締め切り） 

 

全国の児童から 3 部門に 964 点（「出前授業部門」：864 点、「工場見学部門」：

75 点、「調べ学習部門」：25 点）の応募をいただきました。それぞれの部門に日

本の伝統調味料・しょうゆについて、子供らしい感性豊かな感想文が数多く寄せ

られました。 

 

去る 1 月 23 日（月）に、下記の選考委員による「審査委員会」を開催し、厳

正な審査の結果、別紙のとおり、各部門の受賞作品を決定いたしました。 

なお、「審査委員会」では、予備審査を通過した 76点の作品の中から、Ａ：創

造性（構想力）、Ｂ：文章力、Ｃ：発展性、等を選考基準として、厳正な選考を

行いました。 

 

≪第 6回「しょうゆ感想文コンクール」審査委員（敬称略・順不同）≫ 

嶋野道弘（文教大学教育学部教授） 

奈須正裕（上智大学総合人間科学部教授） 

畑江敬子（和洋女子大学家政学部教授／お茶の水女子大学名誉教授） 

松田博康（玉川大学教職センター教授） 

正田 隆（醤油ＰＲ運営委員会委員長） 

金子 収（日本醤油協会専務理事） 
 

また、「第 7回 しょうゆ感想文コンクール」は、本年 4月より開始いたします。

（応募締め切り：平成 24年 12月 14日）。これまで以上に全国の多くの児童の皆

さんからのご応募をお待ちしています。 
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「第６回しょうゆ感想文コンクール」最優秀賞 講評（審査委員会） 
 

●出前授業部門 最優秀賞 

「しょうゆマジック」 

大畑 智加さん（三重県・志摩市立布施田小学校５年） 

 

出前授業の前に感じたワクワクや「しょうゆの味は、なぜあんなにご飯にあう

のだろう」といった疑問、そしていよいよ始まった出前授業で香りや味の違いを

知った驚きが、読み手に素直に伝わってきます。出前授業の後も、その感動を持

って家族にしょうゆの知識を伝え、普段の生活の中でもしょうゆのことを気にか

けるようになっていきます。それまではスーパーに行っても、オモチャやお菓子

ばかりに目をむけていたのに、しょうゆ売り場に行きラベルを見たり、しょうゆ

の種類に興味を持ったりと行動パターンも変化。出前授業を契機に広がった学習

のドラマが、上手にまとまり読む人を感心させます。 

 

●工場見学部門 最優秀賞 

「しょうゆの宝箱」 

藤谷 峻紀さん（三重県・志摩市立布施田小学校５年） 

 

出前授業を受けたことをきっかけに、しょうゆについて興味をふくらませて工

場見学に行き、体験しながら学んだことが、元気な文章で書かれています。しょ

うゆ工場見学には、発酵などの化学的な作用や生産機械のしくみまで、様々なこ

とが一度に学べるチャンスがあります。藤谷さんは、しょうゆ瓶にラベルを貼り、

箱詰めする機械作業のすばやい流れに目を見張った後にシール貼りを手伝い、そ

の難しさと達成感を味わいました。また、自分が生まれ育った三重県が全国７位

のしょうゆ生産量を持つことを知り、一層愛着を持ってくれました。文章は『し

ょうゆのことが、なんでもわかるようになりたいです』という力強い言葉で締め

くくられ、しょうゆの未来も感じられます。 

 

 

●調べ学習部門 最優秀賞 

「しょうゆっておもしろい」 

伊藤有沙さん（秋田県・潟上市立飯田川小学校４年） 

 

出前授業をきっかけに、しょうゆの発酵はどのように進むのか、上手に保存す

るにはどうしたらよいか、しょうゆ以外の発酵食品にはどんなものがあるのかな

どを丁寧に調べてくれました。発酵についての学習は、小学校４年生にとってか

なり難しいものですが、しょうゆの発酵の過程をきちんと押さえており、よく調

べたのだなと感心させられます。また、しょうゆの上手な保存方法について調べ、

自宅のしょうゆの保存状態があまりよくない点に気づき改善を提案、調べたこと

が日常生活にきちんと活かされてもいます。 
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第６回しょうゆ感想文コンクール入賞者一覧 
2012年 2月 3日 

主  催：日本醤油協会 

審査委員：嶋野道弘（文教大学教授）、奈須正裕（上智大学教授）、 

畑江敬子（和洋女子大学教授）、松田博康（玉川大学教授）、         

正田 隆（PR運営委員会委員長）、金子 収（日本醤油協会専務理事） 
 

賞名 受賞者詳細 

1．最優秀賞 

（各部門 1点・計 3点） 

出前授業部門 しょうゆマジック 
大畑 智加
おおはた ともか

 三重県 志摩市立布施田小学校 5年 

工場見学部門 しょうゆの宝箱 
藤谷 峻紀
ふじや しゅんき

 三重県 志摩市立布施田小学校 5年 

調べ学習部門 しょうゆっておもしろい 
伊藤 有沙
い と う  あ り さ

 秋田県 潟上市立飯田川小学校 4年 

     

2．優秀賞 

（各部門 1点・計 3点） 

出前授業部門 しょうゆってすごい 
長崎  隼
ながさき はやと

 秋田県 潟上市立飯田川小学校 4年 

工場見学部門 しょうゆ工場見学 
小林 彩夏
こばやし さいか

 岐阜県 恵那市立三郷小学校 5年 

調べ学習部門 該当作品なし 

     

3．佳作 

（各部門 5点・計 15点） 

出前授業部門 しょうゆには、たくさんのえいようが 
小林 萩子
こばやし しゅうこ

 青森県 六戸町立六戸小学校 3年 

出前授業部門 しょうゆのヒミツ 
岡 美波
おか みなみ

 千葉県 市川市立塩焼小学校 4年 

出前授業部門 しょうゆ博士の研究結果 
岩田 沙久良
い わ た  さ く ら

 愛知県 一宮市立丹陽西小学校 5年 

出前授業部門 しょうゆについて 
小西 遥揮
こにし  はるき

 大阪府 東大阪市立池島小学校 5年 

出前授業部門 しょうゆの人生 
民谷 虹晴
たみや  ななり

 大阪府 東大阪市立池島小学校 5年 

工場見学部門 岡直三郎商店見学に行って 
松島 麗実
まつしま  うるみ

 群馬県 みどり市立大間々南小学校 3年 

工場見学部門 井戸水のあるしょうゆ工場 
瀬戸 達也
せ と  た つ や

 東京都 東京都立村山特別支援小学部 4年 

工場見学部門 しょうゆ工場見学！ 
北井 陽直太
き た い  ひ な た

 三重県 志摩市立布施田小学校 5年 

工場見学部門 しょうゆのたから箱！しょうゆ工場！ 
外山 菜月
とやま  なつき

 三重県 志摩市立布施田小学校 5年 

工場見学部門 がんばる職人達 
浜口 光琳
はまぐち こうりん

 三重県 志摩市立布施田小学校 5年 

調べ学習部門 しょうゆと大豆 
飯屋崎 菜々美
い や ざ き  な な み

 埼玉県 伊奈町立小室小学校 5年 

調べ学習部門 しょうゆの昔 
五丁 優花
ごちょう  ゆうか

 神奈川県 茅ヶ崎市立小和田小学校 5年 

調べ学習部門 しょうゆのテキストを読んだ感想 
塚原  響
つかはら ひびき

 神奈川県 茅ヶ崎市立小和田小学校 5年 

調べ学習部門 該当作品なし 

調べ学習部門 該当作品なし 
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4．審査委員特別賞 

（各部門 1点・計 3点） 

出前授業部門 出前授業を受けて 
菰田 渓斗
こ もだ  けいと

 千葉県 いすみ市立千町小学校 5年 

工場見学部門 しょうゆさい高 
木村 王
きむら  きみ

 群馬県 みどり市立大間々南小学校 3年 

調べ学習部門 該当作品なし 

  
※学年は平成 23（2011）年度です 

賞名 都道府県 学校名 

5.団体奨励賞（1校） 三重県 志摩市立布施田小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以上の件に関する取材のお問合せは 

 

    しょうゆ情報センター（醤油ＰＲ協議会）  

     大関 恒雄（事務局長）、中川美代子 

住所 東京都中央区日本橋小網町 3－11（〒103-0016） 

電話 03-3666-3286  FAX 03-3667-2216 

URL：http://www.soysauce.or.jp E-mail soyic＠soysauce.or.jp 

 

 

 

 


